
高度な医療訓練

高度な技能を要する手術
のトレーニングが可能。

店舗に実物の展示が難しい
商品を、高臨場感で体感。

３Ｄ店舗ショールーム

○ ユニバーサルコミュニケーション技術 （３次元映像）

これまでの開発成果

実物同様のリアルなカラー３次元
映像を空間に浮かび上がらせる
技術を世界に先駆けて開発。

将来（5～10年後）の利用イメージ

～様々な場面で立体映像による高臨場感が可能に～

カラー電子ホログラフィ

・高精細化
・大画面化
・視域の拡大

裸眼立体ディスプレイ

プロジェクタアレイ

メガネなしで、高画質（ﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝ級）、
大画面の３次元映像が見られる
表示技術を世界に先駆けて開発。
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将来を見据えたＩＣＴ研究開発②

○ 次世代クラウド技術

～複数クラウドの自律的連携～

①障害発生に伴い、利用
先をクラウドＢに変更

②要求条件を満たす通信
路を優先確保

③低優先度のサービスを
別の通信路に迂回

クラウドＢ

ネットワーク

利用者Ｙ（優先度低） 利用者Ｚ（優先度低）

利用者Ｘ
（優先度高）

クラウドＡ障害
発生

ネットワーク
最適制御

クラウド
動的監視

最適な通信路を確保して複数クラウドを連携させ、信頼性の高いサービスを実現

①

②

③

～ネットワーク全体の電力消費の最適化～

トラヒックが少ない場合には、
これらの機器をネットワークの構成から除外

トラヒック状況、消費電力、
CPU負荷等の情報を収集

収集した情報に基づ
き、必要最低限の機
器で通信を行い、省
電力化を実現
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